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1. 金時 豆は，煮 豆，あ ん，甘 納豆 等に用いら れてい

る。 黒大豆，小豆等の豆類 の色素の研 究報告は され てい

るが， 金時 豆につい ては その色彩が賞用 され るにも拘 ら

ず， その色素成分が 明らか にされてい ないの で本実験を

行なった。

2. 市販されてい る金時 豆を0.5% 塩酸 －メタノール

で冷 浸し，抽出液を 集めて減 圧濃縮後マスペ ーパークロ

マト法 ，カラムクロマト法 により分別， 結晶化をはか り，

２種のアントシアン色素を 単離 し，それぞれについ て吸

収スペクトル，加 水分解 物，ペ ーパークロマトグ ラフ 等

を調べ本結晶の同定 を行なった。

3. 得ら れた結晶はそ れぞれ 標品 とRf 値 が一致 する

こと，また１つはペ ラルゴ ニジン１分 子とグ ルコース１

分子より，他の１つ はシアニジン１分 子とグ ルコース１

分子から構成され，グルコースはい ずれもアグリコンの

３の位置に結合してい ることなどから ，ペラルゴニジン

ー3－モノグルコサイドとシアニジンー3－モノ・グ ルコサイド

であ ることを見い 出した。


